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4５ 
三
浦
梅
園
は
、
江
戸
時
代
の
中
期
を
生
き
た
哲
学
者
で
あ
る
。
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
、
彼
は
五
十
三
歳
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
住
ん
だ
家
屋
を
新
築
し
、
そ
こ
に
お
い
て
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
、
六
十
七
歳
で
没
す
る
ま
で
の
晩
年
を
十
Ⅱ
年
間
住
み
親
し
ん
だ
が
、
そ
の
家
が
い
ま
も
あ
る
。
そ
の
家
屋
敬
は
、
九
州
大
分
の
束
、
国
東
半
島
山
中
の
、
東
国
東
郡
安
岐
町
富
消
字
箇
永
と
い
う
寒
村
に
、
傾
儒
三
浦
梅
園
旧
宅
に
ち
な
み
、
昭
和
四
十
四
年
に
、
国
の
史
跡
と
し
て
璽
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
い
ま
も
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
ある。現存の家屋は、梅園自らの設計になるものと言われ、屋根が寄せ棟茅葺きの幟えで、間口＋間半（二十メー
ト
ル
〉
、
奥
行
き
丘
間
半
（
十
メ
ー
ト
ル
）
の
ど
っ
し
り
と
し
た
風
格
を
た
だ
よ
わ
せ
、
み
る
か
ら
に
碩
儒
の
旧
宅
に
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
国
東
半
島
史
跡
め
ぐ
り
の
案
内
書
を
手
に
す
る
ひ
と
は
、
ど
ん
な
粗
末
な
地
図
で
あ
れ
、
ま
ず
第
一
に
国
立
公
園
両
子
山
と
、
そ
の
中
腹
に
あ
る
天
台
の
古
寺
・
両
子
寺
を
眼
に
す
る
に
違
い
な
い
。
が
、
少
し
旅
な
れ
た
ひ
と
は
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
古
寺
に
い
た
る
山
路
の
傍
に
、
豊
後
の
聖
人
・
三
浦
梅
園
旧
宅
の
標
識
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
国
東
半
島
の
中
心
に
両
子
山
が
そ
び
え
、
そ
の
尾
根
が
ク
モ
の
足
さ
な
が
ら
仁
八
方
に
の
び
て
溪
谷
を
つ
く
り
、
哲
学
者
が
生
涯
愛
着
を
よ
せ
た
と
い
う
富
永
村
は
そ
の
南
の
溪
谷
に
位
置
し
、
旧
宅
は
そ
の
四
方
を
山
に
か
こ
ま
れ
た
景
勝
の
地
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
旧
宅
の
あ
る
屋
敷
へ
の
入
り
口
は
、
山
の
斜
面
に
築
か
れ
た
石
垣
に
沿
っ
て
緩
や
か
な
坂
を
の
ぼ
る
。
長
い
歳
月
の
う
ち
に
苔
む
し
江
戸
の
哲
学
者
・
三
浦
梅
園
〔
補
遺
〕
ｌ
三
浦
梅
園
旧
宅
を
尋
ね
て
Ｉ
村
上
恭
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4６ 
て古色蒼然たる趣きをなす石垣と、屋敷の傍の梅の古木は、他国の訪問客の眼に風情を感じさせる。三浦家の先祖
は相州三浦の出で、代々鎌倉の幕臣であったが、十三世紀の初めに宮を捨てて九州国東の地に移り住むことになっ
たという。そして、いま現存するこの屋敷が築かれたのは、伝えによると梅園の曾祖父の代で、本家から分家した
屋敷として代々継承されるにいたったよしである。哲学者が少年時代に感化を受けた父義一は、別名野梅堂散人と
称し、俳譜をたしなみ、ことのほか旅を楽しんだという。元禄の嫌時に人生を旅に見立てたこの風流人は、伊勢・
京都・長崎に幾たびか逗留し、ことに九州の地にいたっては全域に遍く通じたと言われるから、よほど編落な風雅
を好む人であったらしい。察するに｝」の風雅の人は、庭先の梅の老木にちなんで、自ら野梅堂散人と称したのであ
ろうか。そして哲学者（本名、晋）が成人したとき、彼もまた父と同様、庭の梅の老木にあやかって別名梅園虚士
を
愛
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
また、他国の訪問客は旧宅の前庭に立つと、前方はるかに漢を隔てて北方の両子山まで眺められ、あまりにもす
ばらしい景観に接して思わず、絶景かなとの声を発するに違いない。それもそのはず、この屋敷の主人自身にして
からが、この場所にふかく愛着をよせ、しかもおりにふれてその心情を詩に託して表現しさえしたほどである。
し
聴
小
「朝に子溌の水を汲み、夕に子山の雲に臥す。、脚に於てか足れり。」
子溪の水とは、もとより朝夕望む両子山の溪谷より酒出る清水のことである。この子溪の水は溪谷を貫流して両
子川のせせらぎと化し、やがて富永の村落あたりまで下って安岐川となり、南下して瀬戸の海に注ぐことになる。
み
な
も
と
樹氷材の住人梅園にとって、子溪の水は日常生活において欠かしえない生命の源泉を意味し、それゆえ村びとは、
毎朝子溪の水を汲みあげることをもって日々の生活を開始する。そして夕方には、両子山の峰を往き交う雲を仰ぎ
みて一日の仕事を終え寝床に就く。日常のこうした卑近なことどものうちにこそ、人間の幸せは根ざしていると一一一一口
えるのではあるまいか。かくして、日常、日々是好日と言えるような過不足なき境地に身をおくことを、梅園は充
足せる心境として、「晋に於てか足れり」と言ったのであろう。
また梅園は、ときにこの閑居の地をこうも詠じた。
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4７ 
「南北東西總てこれ山なり。一條の溪水その間を流る。その間修竹長松老いたり。此の壷中の天地の間を愛す。」
いつの時代も若者は、青雲の志をいだいて故郷を出ようとすると言われる。ところが、梅園は生涯、山中の故郷
を自己の存在の原点と見なし、出郷することを潔しとしなかったばかりか、自己を育成してくれたこの谷間の住み
かに終生愛着をよせ、あたかも壷中の別天地に見立てさえしたのである。確かにそのとおり二十五歳にして、玖珠
藩主から儒官として仕えるよう招聰されたときにも、彼はこれを辞退し、この壷中の別天地の方をよしとして選ん
だほどである。その人生の選択方法をみるに、まったく同時代を生きたケーニヒスベルクの哲学者カントのそれを
思わせる。梅園は晩年学業大いに成るにおよんで、この閑居の地に思いがけず他国の訪問客をしばしば迎える｝」と
になるが、彼は常にこれらの客人を手厚くもてなした。そして、そのようなときの心象風景を梅園は好んで詩に詠
み、自ら詩稿に記しさえした。たとえば、左記の詩もそんななかの一篇で、遠来の客人と酒を酌み交わし歓談する
この家の主人の満面笑を湛えたありし日を初佛させるかのようである。
蝉上に壷を懸けて昼は薬を売り、
晩には遊客を招いて壷中に入る。
壷中は別して乾坤を縮し得たり。
塵外長らく仁琴酒を以てすれば終には、
万鍵の雲山に梁を柿すの画、
半
天
の
鴬
鳳
松
を
過
ぐ
る
の
風
、
夜
来
人
酔
い
梨
花
の
月
、
夢は仙埋の白玉宮に結ぶ。
梅園は書が得意だっただけに、その墨蹟はすこぶる気品があり、生前よりこれを所望するひとが多く、ことに週
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かくて父虎角翁が老境にいたり、さしたる長煩いもなく享年七十五歳の天寿をまっとうした宝暦十（一七六○）
年正月、ときに梅園は一一一十八歳をむかえたが、ここにおいて彼もまた、もはや好むと好まざるとにかかわらず、父
すなわち、
し
て
い
る
。
墨にいたってはとりわけ珍重された。加えて彼は、所望されてもっぱら書を揮毫したにとどまらず、ときに輿に乗
ずれば好んで水墨画を披露しさえした。墨色の濃淡によって単調な画面に変化をもたらすこの絵の高い技法は、そ
の書き手の天性に依るところが大きいと言われる。詩文をよくし、書画という芸道にも巧みであった梅園は、江戸
時代を通じて出色の文人的側面をもつ思想家であったと言えるのかも知れない。が、この文人は自己の才に対して
いたって謙虚で、作品に落款を記すさいに、即興的に酔筆ないし酔墨の一一字をしばしば書き添えた。これこそ芸に
遊ぶの心境に違いないが、そんな風雅の境地をさらに表現せんとして、この文人はまた一一子山人の別号を好んで用
いもした。こうしてみると壷中とは、梅園にとって客人と歓談する応接の間であると同時に、輿に乗じて自己の作
品を作成するための工房ないしはアトリエであったのに違いない。
ところで、梅園がここ山間の壷中の閑居の地に生まれたのは、享保八（一七二三）年八Ⅱ二日で、当時の一一一浦家
の家族構成としては、祖父が七十四歳で健在、父が三十八歳、そして母は三十三歳、うち子供は二人の姉がいて、
上が十四歳、下が十二歳の五人家族であったが、そこへいま一人息子として家族の一員に加わることとなったので
ある。祖父義房は、泉石翁と称し、性剛毅にして機巧の技にたくみで、また数理の術に長じていたと言われるから、
察するに聡明な梅倒は、少年のころ、このような祖父から深く感化を受けて自己形成したものと思われる。なお、
三浦家は代々医をもって家業としたと言われるが、それもこの泉石翁の代からである。父義一、別名野梅堂散人は、
碁を好み、俳譜をたしなみ、卒爾として旅に出るといったほどの風流好みの人であったようだが、他面では慈悲心
にとみ、人望ゆたかで、家業としての医を継ぐにふさわしい人ではあった。ことに梅園の記すところによると、父
虎角翁の他人に対する思いやりの心はいたって厚く、村人の困苦をみるにわが身上におけるが如く仁接したという。
すなわち、「困苦の事あれば医薬を携え飲食を推し慈恵を以て本とし、知って心を尽さざる事なし」と、梅園は記
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4９ 
の後を継いで医を業とせざるをえなくなった。長子黄鶴の記すところによると、梅園は「医を業とすといえども素
願にあらず、その祖業に背かざるのみ」とあるから、日常あえて鮒医たることを拒まなかったとはいえ、素心は鵬
者が鷹を兼ねることを潔しとしなかったのに違いない。なおまた載鶴によると、梅園はかつて無躯齋主人と自称し
たというが、この号は儒医を家業とする者には恰好の雅号であったように思われる。先に引いた七言律詩にいう
「騨上に壷を懸けて畳は薬を売り、云々」とは、もとより梅園の家業を指して言ったものである。
それにしても、右に述べた三浦梅剛旧宅のそんな外観もさることながら、他国の訪問客が前庭の白い止戯のまえ
を通って茅葺のその家中に一歩立ち入ると、たちまちそこは文字通り迩中の別天地であることを見出すに違いない。
招ぜられて座敷に坐ると、いまにも奥からこの家の哲学者が出て来て、書見台のまえに端然と坐し思索にふける、
そ
ん
な
光
景
が
ふ
と
脳
裡
を
よ
ぎ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
もう三十年もまえのことであるが、春のうららかな一日、私はこの同じ座敷に招かれて、漢学者田口正治氏と面
談したことがあった。この漢学者は、三浦家と姻戚関係にあったこともあって、梅園の遺風に私叔すること生涯に
わたり、丁度そのころ人物鑑書の一冊として一三浦梅園」なる小冊子を刊行し、世間にむけて豐後の聖人の学風を
孤影することにつとめていた。川口氏は旧くから私の父と知己であったこともあってか、戎学な私のために、たと
えば若き梅園の手製になる天球儀や長崎のオランダ学者から贈られたという顕微鏡を指し示しなどしながら、行き
つ戻りつまったく心おきなく梅園を語って下さるうち、途中ふと思い出したように、「多年、梅園の自筆稿本や手
潔本に親しんでいるうちに、かれこれ私が梅園研究を始めてからもう半世紀ほどになりまして」と言われた。唐突
でないその言葉に接して私は、無反省にも慰問を発した自分を恥ずかしく思った。さはあれ、梅園が生涯にわたっ
て、万巻の書を読み丹念に手控えを作成して自己の著述の参考に供したとされる読書抄録の冊子二浦子手記一）の
類をまえにしての、この老学者が多年、胸中にふくらませたに違いないその梅園論の譜らいは、時間の経つのも忘
れ、若き私の心を魅了するに十分であった。剛みるに、当の漢学者は祁服を符用して端然を坐し、戎学な私の発す
る恐問の一つひとつに丁寧にお答え下さったのであったが、このときのそんな応対ぶりをみて私煙かの梅園が他
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国
の
訪
問
客
に
接
す
る
の
も
、
き
っ
と
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
、
と
心
中
秘
か
に
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
す
で
に三十年、それ以来、私の梅園理解が熟したかどうか、はなはだ疑わしいと言わざるをえない。
招ぜられた座敷に坐ったまま暫くのあいだ、私は過ぎ去った三十年の日々のことを思い、また一一一浦梅園という江
戸
期
を
代
表
す
る
こ
の
哲
学
者
を
介
し
て
、
こ
の
間
に
出
合
っ
た
人
び
と
と
の
不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
を
思
っ
た
り
し
た
。
そ
の
と
き
声
の
気
配
で
ふ
り
返
る
と
、
こ
の
旧
宅
に
住
む
三
浦
や
え
さ
ん
が
入
っ
て
来
ら
れ
、
「
こ
ん
な
山
中
で
は
何
の
お
構
い
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
ゆ
っ
く
り
な
さ
い
ま
せ
」
と
、
茶
菓
を
す
す
め
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
「
最
近
、
わ
た
く
し
、
め
っ
き
り
足
腰
が
弱
く
な
り
ま
し
て
、
付
近
は
坂
が
多
く
、
ま
た
こ
の
家
の
こ
と
も
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
」
と
言
葉
を
つ
ぎ
、
な
お
世
間
話
を
な
さ
っ
て
の
直
後
、
こ
と
し
自
分
は
八
十
七
歳
に
な
る
、
と
付
言
さ
れ
た
。
が
、
そ
の
話
し
ぶ
り
は
依
然
と
し
て
快
活
そ
の
も
の
で
、
な
お
身
の
振
舞
い
に
い
た
っ
て
は
、
熟
年
を
重
ね
ら
れ
て
、
山
中
の
貴
婦
人
を
感
じ
さ
せ
た
。
旧
宅
の
座
敷
は
、
他
の
訪
問
客
も
な
く
、
た
だ
障
子
越
し
に
聞
え
て
く
る
蝉
の
声
の
他
に
は
、
何
ひ
と
つ
物
音
も
な
く
静
か
で
あ
っ
た
。
私
は
、
長
ら
く
の
う
ち
に
忘
れ
か
け
て
い
た
床
の
間
の
片
隅
に
置
か
れ
た
梅
園
自
作
の
天
球
儀
を
、
も
う
一
度
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
、
直
径
二
十
セ
ン
チ
ば
か
り
の
紙
張
り
子
の
球
を
二
本
の
柱
で
支
え
、
竹
の
環
を
つ
け
て
、
自
由
に
廻
転
さ
せ
る
よ
う
や
や
に製作されたものである。梅園の長子黄鶴の作になる「先府君箪山先生行状」によると、「年二十余、梢々天学の
書
を
読
み
、
仰
観
附
察
、
自
ら
其
器
を
制
し
、
其
象
を
模
し
以
て
運
転
の
大
意
を
知
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
天
球
儀
こ
そ
、
ま
さ
に
若
き
梅
園
の
手
製
に
な
る
も
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
梅
園
が
、
自
分
で
は
こ
の
天
球
儀
の
こ
と
を
筒
天
儀
と
呼
び
、
実
際
、
梅
園
塾
に
お
い
て
門
生
に
天
体
の
運
行
を
解
説
す
る
の
に
、
ま
る
い
球
体
の
簡
儀
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
ま
こ
と
に
都
合
が
よ
い
、
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
簡
儀
は
梅
園
に
と
っ
て
、
単
に
自
ら
の
学
問
的
思
索
の
便
の
た
め
に
試
作
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
主
宰
す
る
塾
の
門
生
に
対
す
る
教
育
上
の
教
材
な
い
し
実
験
器
具
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
後
年
ま
で
工
夫
を
重
ね
て
試
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
球
の
表
面
は
藍
色
の
単
色
で
着
色
さ
れ
、
星
座
は
そ
の
上
に
白
粉
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
星
座
名
を
記
入
し
た
微
細
な
文
字
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
梅
園
の
筆
跡
で
あ
る
。
座
敷
わ
き
の
縁
側
に
腰
を
お
ろ
す
と
、
山
の
雑
木
や
庭
木
の
あ
い
だ
を
吹
き
ぬ
け
る
涼
風
が
肌
に
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
。
安
永
四
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な
お
、
長
子
黄
鶴
の
記
し
た
「
行
状
」
に
よ
る
と
、
梅
園
は
日
に
三
度
父
母
の
墓
に
論
る
の
を
日
課
に
し
た
と
い
う
。
老
年
に
な
っ
て
か
ら
は
日
に
二
度
に
な
っ
た
が
、
決
し
て
墓
参
り
を
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
な
、
そ
れ
は
む
し
ろ
「
寒
暑
風
雨
を
以
て
も
そ
の
数
を
欠
か
さ
ず
」
と
長
子
に
記
さ
せ
る
ほ
ど
徹
し
て
い
て
、
も
し
昼
間
多
忙
で
参
詣
で
き
な
け
れ
ば
、
深
夜
と
い
え
ど
も
必
ず
実
行
し
つか
たというのである。黄鶴の記す「死に襲うる一」と此の如し、生に襲うること知るべし」との一一一一口葉を素直に解せば、
椛
圃
は
日
々
先
人
の
墓
前
に
立
ち
、
死
者
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
心
中
に
安
ら
ぎ
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
日
常
ひ
と
は
先
人
の
墓
参
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
祖
霊
崇
拝
と
い
う
意
志
を
表
明
す
る
。
梅
園
も
こ
う
し
た
世
の
風
習
に
従
っ
て
の
こ
と
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
哲
学
者
の
行
為
は
尋
常
を
逸
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
察
す
る
に
梅
園
は
、
先
人
の
墓
前
に
香
を
献
じ
墓
碑
に
対
面
す
る
と
き
、
そ
こ
に
遡
媒
術
の
ご
と
き
関
係
を
認
め
、
あ
た
か
も
死
者
と
生
者
と
の
意
志
疎
通
の
可
能
性
を
夢
想
し
て
み
た
り
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
人
の
墓
参
と
い
う
実
践
的
行
為
が
自
他
の
鎮
魂
を
意
味
す
る
と
言
え
る
な
ら
、
哲
学
者
は
ま
さ
し
く
こ
の
実
践
的
行
為
の
な
か
で
ひ
ら
め
く
霊
感
に
導
か
れ
て
、
彼
の
異
常
な
ま
で
の
著
作
活
動
を
推
進
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
あ
た
か
も
二
千
四
百
年
前
の
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
生
き
方
に
と
っ
て
、
あ
の
デ
ル
ポ
イ
の
神
殿
へ
の
参
詣
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
哲
学
者
梅
園
に
と
っ
て
も
、
あ
の
裏
山
の
先
祖
の
墓
所
へ
の
お
百
度
を
踏
む
参
詣
は
、
存
外
、
何
と
も
語
り
え
ぬ
意
味
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
れない。
年
に
新
築
さ
れ
た
こ
の
家
屋
に
、
梅
園
は
五
十
代
半
ば
か
ら
没
す
る
ま
で
の
晩
年
を
十
四
、
五
年
住
ん
だ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
と
言
え
ば
、
主
著
「
玄
語
」
八
巻
の
完
成
し
た
年
で
、
梅
園
が
そ
れ
ま
で
住
ん
だ
旧
宅
を
思
い
切
っ
て
段
し
、
新
築
し
た
の
に
は
、
主
著
完
成
の
内
祝
い
の
意
を
か
ね
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
な
お
将
来
に
期
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
こ
の
座
敷
わ
き
の
縁
側
か
ら
眺
め
る
庭
の
光
景
は
、
い
た
っ
て
質
素
で
あ
る
。
梅
園
は
、
読
書
と
著
述
に
疲
れ
た
と
き
、
こ
の
縁
側
に
立
っ
て
庭
を
眺
め
、
一
時
、
心
を
休
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
彼
は
こ
の
縁
側
に
坐
し
、
な
お
も
思
索
に
ふ
け
り
、
さ
ら
に
新
た
な
榊
想
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
む
し
ろ
老
境
に
あ
っ
て
、
な
お
常
に
思
索
し
て
い
た
の
に
迷
い
な
い
こ
の
哲
学
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
飾
り
気
の
な
い
庭
の
簡
素
の
美
こ
そ
が
、
よ
ほ
ど
疲
れ
た
心
を
癒
す
の
に
適
し
て
い
た
の
か
も
知
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ちなみに、梅園が父の没後に家業の医を継いだのは、宝暦十（一七六○）年、三十八歳のときであったが、他方
で梅園塾なる私塾を開いて塾生の教育に専念し始めたのも、おおむね右と同時期ではなかったか、と推定される。
この時期ともなると、梅園の学問を慕って入門を噸い出る者が次第に多くなり、また遠方からの門弟が増えたこと
もあって、溌舎を建てるまでになったのであろう。だが、ここにおいて注目すべきことは、多数の塾生が定着した
ことから、塾内の秩序を保つのに「塾制」を定める必要がある、と梅園が考えた点である。かくして、実際、当塾
舎に「塾制」を定めるにいたったのは、明和三（一七六六）年、ときに梅園四十四歳であった。しかるに、名にし
負う当の塾舎は、いま残っていない。磯跡は、旧宅の南、奥山の蕊所への参道の鞍り、あたりの空地に、ただ古井
戸を残すのみで、いまでは残念ながら、かつての塾舎の規模がどの程度のものであったのかを、想像してみること
塾跡のわき路は、通る人もないとみえて、雑草が生茂るにまかせていた。三浦家の墓所に参論するためには、い
やでもこのわき路を通りぬけねばならない。夏草の生茂る参道を鷲るのは楽ではないうえに、やっとの思いで登り
かけると、たちまち薮蚊の大群におそわれたばかりか、つぎはもっと驚いたことに、参道の落葉の下に潜んでいた
黒い蛇が、足音で人間の近づく気配を感じて不気味に走り去った。こんな手荒い出迎えに狼狽しながらも私は、そ
のときふと、彼ら生きものたちこそ、おそらくきっと三浦家の墓守をおおせつかっている者どもに迷いあるまい、
と思った。
さえできないのである。
三浦家の墓所は、先述の「行状」によると、「先人の墓、舎の南、数百歩に在り」と記されているとおり、この
屋敷の南側の小高い丘陵のうえにある。これまで私はこの旧宅を訪れ、そして辞するとき、この裏山に登り梅園の
墓に参詣したものであった。このたびも私は、これまでのそんな習慣から、旧宅を訪れながらまだ梅園の蕊に詣で
ていなかった。だが、実を言うと、右に述べたごときこの哲学者のひたむきな高徳心に従うなら、他国の訪問客は
まず三浦家の墓前に参詣してから、旧宅を訪れるべきだったのである。私は自分の心の至らなさを思い、恥ずかし
かつた。
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梅圃の長子黄鶴のいう「先人の蕊、合の南、数百歩に在り」との場所にたどり芯いたとき、私の胸中を三十年ば
かりの時間が凄まじい速さで駆けぬけるのを感じた。昭和四十年代後半、おりしも学閥紛争が残照をむかえていた
ころ、そんな騒ぎをよそに、私はまるで別天地のこの谷間の儒医の旧宅にはじめて足を踏み入れて以来、人生おり
おりのとき、ふと思い出してはこの壷中に立ち、心を慰められたものであった。私にとってこの地を郷愁の里に見
立てさせた当のものは、むろん梅園の学風に違いないが、ただ当の梅園学の粋を探り出して若き哲学の学徒の心を
啓蒙し、かつ魅惑させる機縁をなしたのは、意外と、漢学者田口正治氏の謙虚な語りであったように思われる。確
かに梅園の平穏無覗にみえる日常生活を語りながら、他方において哲学的に思索することの何たるかを説き明かそ
うとするこの老練な灘学者の辻識義は、若き私の心を魅了するに足りた。老学者は、梅園の墓のまえに立ち、蕊碑
の正面の認子山先生墓」という隷書の題字を指しながら、石碑の四面に細字で刻された碑文について多くを語った
のではなかったろうか。が、私にとって忘れえぬこの辻講義も、いつしか長い歳月のうちに、残念ながら私の心の
なかで風化してしまったように思われる。ただこの講義のなかでふと耳にした一点だけが、なぜか長らく私の心の
片隅にへばりついて離れなかった。それは、他ならぬ梅園が老境を自覚し始めた時期に記したと見られる遺言書の
ｌ
ｊ
／
卜
ことであった。全集に未戦のそんな文書が一」の哲学者にあることをついぞ知らないでいた私は、このとき初めてそ
れを耳にしてつよく感動したように思う。そしてこの鰯きがよほど大きかったとみえて、以来、私の心に強烈な印
象となって残ったものと思われる。いまにして思うに、かの老学者は、この酋を心して読め、と後学に対して諭し
たかったのに違いない。ときが過ぎてみて、こんなあたりまえの言葉のなかにさえ、何かしら先生の老婆心のごと
き
も
の
を
み
る
思
い
が
し
き
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
ちなみに、梅園の遺言書は、「覚」と題し十四ヵ条書き週された書状で、現在『大分県史料」（（配）先賢資料二
中に公表されている。たとえば、右書状中、まず冒頭に墓に関する条項があって、そこにこう書かれている。
一、懲老生涯玄の字に骨折り候へば、院号の義は没後寺に頼み侯て、玄珠院と致しもらひ申すべき事。
一、趣老墓所玉樹と一に致し、石塔一本に致すべく膜。尤も穴を堀り、棺二つ入り候様に致し、恐老棺南の方に
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入れ、北の方を空に致し置き上に石をおひ埋め、其後玉樹相果て候はば、石をあけ北の空所に入れ申すべく候。尤
も墓所は智還大姉の北の方東向き、愚者骸骨を南によせ双親の塔より犬に致すべからず。尤も塔の穂は樋をば
別々にかき①かくの如く致すべく候。
てつな玉樹と名付け置き候へば、恐老没後には早速玉樹ととなへ申すべく候。
『位牌も夫婦一本に致すべく候。恐老位牌ととのへ候節、玉樹名もほり申すべく候。
ふ
さ
右の「党」に智還大姉とあるのは、梅園の母堂で、生前の実名は総、年譜によると明和七（’七七○）年、とき
に歳八十で天寿を全うしている。また書中、っなとあるは、梅園夫人の生前の実名で亭主の死に先立つこと六年、
天明三（一七八一一一）年に没している。この事実にてらして判断するに、この「党」が書かれたのは、夫人の存命中
で、しかも当の飛者の晩年の心境を思うなら、おそらく天明二年から三年にかけて梅園の還暦のころではないかと
考えられる。元来、こうした遺言書の起草を思い立つたこと自体、推測するに、当の梅園自身がようやく老境を自
覚し始めたことの客観的な表明であると言えるかも知れない。ところが、その起草直後か、やや間があってか明ら
かではないが、あろうことか事態か逆転した。天明三年、梅園六十一歳のとき、よもや予想だにしなかった伴侶っ
なの死は、かく老境に臨む人間にとって、それだけによほど衝撃的な出来事であったに違いない。
人間は時間のなかでしか生きられないのだが、このあたりまえのことを聡明な人間もときに忘却する一」とがある。
また人間は、時間のもとにあって時間を超えられない一」とも熟知していながら、ふと気づいたとき、この不可逆的
な時間の不条理性をまえにして、いささか狼狽することにもなる。つまり、ことの真相に気づいたとき、そのとき
はもはやどうにもならない事態に接して、人間は歯ぎしりを覚えるのである。人間にとって世の事態は、かく気が
ついたときには、いつも事が過ぎ去ってしまって、もはやどうにもならないかたちで跳ね返されることになる。そ
の意味で、人生は歯ぎしりである、とニーチェは言った。この言葉の意味するところは、いま人生の不条理を垣間
見た梅園の心境に思いをいたすとき、まさしく至言であると言わざるをえないであろう。あれほどまでに自然の
「条理」を説き明かした哲学者でありながら、ここにきて皮肉にも実存の不条理の跳ね返りを痛切に心中に受けた
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梅園は、何とも筆舌しがたい園ぎしりを覚えたに違いない。が、さはあれ、この不条理の原体験が、梅園の文学を
重厚にしたこともまた確かなのである。これを転機にして梅園は、自己の実存的心境をあえて告白しようともする。
が、この点について、いまはふれないでおく。右の「党」に記された他事に関する条項に言及するとき、再びこの
点
に
つ
い
て
語
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
それにしても、いま私は梅園の墓前に立ちつくし、長いもの思いからやっと我にかえった。梅園の墓は、三浦家
墓所の中央にある。梅園は、没後の法名を「玄珠院梅園洞仙居士」というが、墓碑銘には寧山先生蔓と刻され
ているだけで法名はない。夫人っなは、没後法名では「慈雲院幽林玉樹大姉」と呼ばれるが、夫人の方もまた、
同じくその墓碑に法名は刻されていない。が、右の「党」書中の「墓所玉樹と一に致し、石塔一本に致すべく候」
との指示に従って、夫婦ともにこの同じ墓のもとに埋葬されているのである。梅園の詩のなかに、古墓に寄せて詠
んだ七一百絶句があって、その一句に「古墓禰條たり野草の春」とあるのを、私はそのとき古墓に対面してふと思い
出し、心に浮かぶままを口ずさんでみた。季節はあいにく春と夏の違いこそあれ、古墓は雑草に蔽われ何と静寂に
存在していることか。ただときおり、交互に思い出したように始まる凄まじいばかりの蝉しぐれの他には、あたり
は森閑として、何ひとつ騒音は聞こえてこないのである。夕陽をみるまでにはまだ間があったが、私はようやく
鰯子山先生」に暇を告げた。そして、欝蒼と夏木立に蔽われた山道を下りかけたとき、梅園の墓参について長子黄
鶴の記述になる、「寒暑風雨を以てもその数を欠かさず。もし昼間事故あって果さざれぱ、深夜といえども必ず遂
ぐ」との一節を再び思い起こした。このとき私は、初めて真夜中に提燈をかざして参道をゆく老哲学者の姿を容易
に理解した。以来この光景は、それゆえ奇妙にも、私の心中に忘れがたい映像となって去来するのである。
以上は、私が若き日以来、わが心の故郷に見立てた国東の地を歩き、その山中の谷間に三浦梅園旧宅を尋ねたそ
の折りおりの心象風景である。が、なおあと二一一口書きそえておくと、右に述べたごとき次第で私は、梅園哲学をよ
く理解するにはその旧宅に週された哲学者の諸文物に親しむ仁及くものはないと考えて、暇をみてはこの地を訪れ
たものであった。ところが実を言うと、｝」の哲学者の旧宅を尋ねるたびに、かえって梅園哲学の謎はいよいよ深か
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まるばかりである。ことに老境にいたっては、私の心中にしきりと、梅園の墓前に立って念ずれば、幸いにして梅
園の講筵に接しられるのではないか、との想念が去来したりもするのである。思うに、老いた私の心境がそんな邪
念
を
誘
発
し
た
の
に
違
い
な
い
。
告
白
す
る
に
、
こ
の
た
び
私
が
こ
の
碩
儒
の
旧
宅
を
尋
ね
た
の
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
思
わ
く
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だが、「古墓禰條たる」のみで、冥界の梅園は黙して語らず、ただ四方から間断なく注がれる蝉しぐれが、私の聴
此を心地よく刺激するばかりであった。梅園は、後年、主署「玄譜」のなかで、「昔は垂髪より触るるところ総て
疑はし」と述懐している。哲学者は、少年のころ天地に大疑をいだき、思索を重ね、そこに一貫した条理を発見し
え
た
の
だ
が
、
そ
の
さ
い
彼
の
見
た
天
地
が
い
ま
ま
さ
に
墓
所
の
裏
山
で
私
の
接
し
て
い
る
こ
の
大
自
然
と
い
さ
さ
か
も
違
う
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
梢
然
と
し
て
、
古
墓
の
ま
え
を
辞
そ
う
と
し
た
と
き
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
梅
園
が
満
な
き
声
を
通
じ
て
、
た
だ
ひ
た
す
プ
ク
ス
ト
・
丁
ク
ス
ー
ら
原
典
を
と
っ
て
読
め
、
と
諭
し
て
く
れ
た
、
と
私
は
直
感
し
た
。
実
際
、
梅
園
哲
学
の
核
心
に
近
づ
く
に
は
、
直
接
に
原
典
を
読
む
以
外
に
は
な
い
、
と
い
う
実
に
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
の
も
つ
重
み
に
、
私
は
こ
の
と
き
初
め
て
思
い
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
重
ね
て
言
え
ば
、
か
く
も
長
い
間
さ
ま
よ
っ
た
あ
げ
く
に
私
の
得
た
結
論
は
、
初
心
に
立
ち
か
え
っ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
梅
園
の
原
典
を
読
む
べ
し
、
と
い
う
単
純
明
快
な
定
高
的
命
法
を
見
出
し
え
た
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
私
は
い
ま
や
っ
と
梅
園
を
読
む
第
一
歩
の
地
点
に
立
ち
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。（竹学・人間畷境学部教授）
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